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❽

❷圓乗院
真言宗智山派に属する寺院で、創建当時の事情は不明だが、
開山は古く、平安時代の1159年（平治元年）に没した賢誉法印
を始祖という記録が残っている。鐘楼門（梵鐘を掛けた山門）は
1749年（寛延2年）に建てられたもの。

❸都立東大和公園
1979年（昭和54年）に東京で最初の丘陵地公園として開園。多摩湖の
南側にあり、約20ヘクタールもの広さを誇る。起伏に富み、コナラ、ア
カマツを主体とする雑木林で覆われた、静かな安らぎを与えてくれる場所。

❺郷土博物館
「狭山丘陵とくらし」をメインテーマに平成6年 4月に開館。
東大和の歴史、民俗、雑木林との関わりなどについての展示
のほか、直径14ｍのドームスクリーンに、満天の星空を映し
出すプラネタリウムも備えている。

❹雲性寺
1439年（永享11年）に堂宇
建立と伝えられる真言宗豊
山派の寺院。山門の下の庚
申塔は1967年（昭和42年）
に奈良橋庚申塚から移築し
たもので、本堂内には1716
年（正徳6年）の年号のある
珍しい形の庚申塔も安置さ
れている。

❾狭山不動尊
1975年（昭和50年）に西
武グループが各地の由緒あ
る堂塔をこの地に集め、寛
永寺の助力により天台宗別
格本山として建立した。本
尊は不動明王で、埼玉西武
ライオンズが必勝祈願を行
う寺として知られる。

❽慶性門
石川の谷（現在の上貯水池の西部）
にあった慶性院の山門。村山貯水
池の建設のため、慶性院が現在の
芋窪に移転したときに、そのまま取
り残された。1954年（昭和29年）
に慶性門を現在の場所に移転し修
復した。

❻八幡神社
創建は不詳で、伝承によれば江戸
時代以前には社殿が建てられてい
た。現在の社殿は1932年（昭和7
年）に改築された。近くに縄文時代
中期の村の跡である八幡谷戸遺跡
が見つかっている。

❼多摩湖
都民の水がめとして多摩川の水を貯水する人造湖で、正式には村
山貯水池といい、真ん中に堰堤を挟んで上貯水池と下貯水池に分
かれる。面積は周辺部を含むと、市域の約 4分の1を占めている。
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❶西武鉄道多摩湖線
　「武蔵大和」駅

1930年（昭和5年）に開業された、
駅舎側のホーム1面のみを有する
地上駅。都立狭山自然公園の南端
に隣接しており、村山貯水池（多
摩湖）周辺の観光スポットの玄関
口となっている。

❺

武蔵大和駅❶

西武球場前駅 都民の水がめ
多摩湖周辺をめぐり、
狭山丘陵の自然を満喫する半日コース

❷
❸

10西武鉄道狭山線
　「西武球場前」駅

1929年（昭和4年）に武蔵野鉄道山口線の終着駅
「村山公園駅」として開業。当時の駅は、村山貯水池
を区分する堰提寄りで現在の西武第二球場付近に
所在した。今回の多摩湖をめぐる旅はここが終点。
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●コース距離：8.8km

●歩行時間：約２時間30分

❶西武鉄道多摩湖線
　「武蔵大和」駅
　　　↓1.9km
❷圓乗院
　　　↓1.0km
❸都立東大和公園
　　　↓1.3km
❹雲性寺
　　　↓0.3km
❺郷土博物館
　　　↓0.5km
❻八幡神社
　　　↓2.3km
❼多摩湖
　　　↓0.5km
❽慶性門
　　　↓0.8km
❾狭山不動尊
　　　↓0.2km
10西武鉄道狭山線
　「西武球場前」駅
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